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ＪＴＡトピックス ２０２１年７月

日本テコンドー協会

理事長 河 明生

河 明生の友・手塚栄司への義

GOLDS GYM 武道マスターズ・ライブ２０２１

７月１８日（日） 新宿住友ビル三角広場

日本テコンドー協会（JTA）午後２：００演武参加

一、演武参加の経緯

２０２１年６月１９日、ゴールドジムから日本テコンドー協会（以下、JTA）会長・河 明生宛てに演武参加

要請書が届いた（写真１）。

＜注 河は、２０１９年２月頃、品川プリンスホテル・ハプナで会食したゴールドジム JAPAN（以下、Ｇ社）

創業社長で友人の手塚栄司氏から２０２０年７月開催予定だった東京五輪記念の同社主催イベントへの

参加を要請され快諾したが、疫病により東京五輪が延期となり中止となった経緯がある＞
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しかし、開催日迄、１カ月しかない。

しかも疫病禍で JTA加盟クラブが閉鎖されていたため演武能力に不安がある。

河は、緊急理事会をオンライン招集し、各理事・副理事の意見を求めた。

当該イベント当日、河は家族旅行で京都（祇園祭・山鉾見学）におり東京に不在故、

受諾する場合、理事又は副理事から責任者を決め、急ぎ演武者を選抜し、練習をしなければならない。

河以外の５名の理事・副理事は、電子メールで意見を述べた。

辞退３名、消極的参加１名（ただし当日、先約があるため参加できない）、遠方の為、棄権１名であった。

辞退理由は「準備期間が短すぎて演武に失敗するリスクが高く JTAの不名誉となる可能性が高い」等々。

いずれの意見も正論であった。

結論は１日おき理事長に一任することとなった。

河の認識では、疫病禍の混乱は、安倍晋三内閣を継承した菅内閣と小池都政の失政である。

東京五輪開催の正式決定も、最近のことであって演武依頼が遅れたことにつきＧ社に責任はない。

しかも手塚氏は２０年来の友人である。

大手フィットネスクラブの大部分は、菅内閣や小池都政の「責任回避生贄政策」によって狙い撃ちされ、

その大部分が今期の決算で赤字が１００億円超と苦境に立たされている。

G社も上場間近であったが、経営刷新をはかり、背水の陣をしき疫病禍を乗り切ろうとしており、

その起爆剤として本イベントを重視しているのではあるまいか。

JTA七大精神には「信義を重んじる」とある。

義とは、我を美しく、という意味である。

友人が必死に頑張ろうとしている最中、自己の組織の名誉だけを考え、見て見ぬふりをすることは果たして

美しいのであろうか。否である。

友情は利益や条件よりも上位にあり重んじなければならない。

JTA演武能力も７０％減だが、微力ながら友・手塚栄司を応援するのが義である。

河は、理事及び副理事を説得し、河自身が条件付きで参加することとした。

その旨、手塚氏に電話で伝えたところ快諾された。１時間も熱く語り合えたのが嬉しかった。

以上、河 明生は、友・手塚栄司との義によって G社主催の演武に参加することとした。

＜注２ 条件とは河が京都から東京に戻れるのは①７月１８日、②演武の時間は１４時、③演武時間は２０分＞

二、演武の選抜者と準備等

１，「武道マスターズ・ライブ２０２１」（写真２）の注目度
G 社が総力をあげて推進する「武道マスターズ・ライブ２０２１」（写真２）の観客は少なくとも２０００人。

５０年後に公開する記録映画も制作するという意気込みである。

会場の新宿住友ビルは、日本の高層ビルのシンボル的ビルで、東京都庁から徒歩３分強にあり、日本の TV はも

とより、東京五輪報道で集まっている世界中のマスコミからも注目される可能性が高い。
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２，JTA選抜演武メンバー
河は、疫病禍においても持続的に個人練習を継続し、一定のレベルを堅持している次のメンバーを選抜した。

責任者 河 明生

演武者①武田敬之 師範

演武者②辻 陽介 三段

演武者③伊藤岳陽 二段

演武者④荒井大翔 初段

演武者⑤橋本佳和 初段

演武者⑥澤畑咲希 初段

演武者⑦河西航晴 初段

３，練習日及び演武種目

失敗を恐れずのびのび演武すれば十分である。２千人以上の前での演武は胆力と度胸涵養に良い。

①練習日 ７月４日（日）と７月１１日（日） いずれも１０時開始 場所 東京城南道場

不参加者は演武メンバーからはずす。ただし、愛知の２名は地元で練習することとする。

②演武種目 ７月４日に最終決定


